	　個別の指導計画（難聴特別支援学級）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入日　平成○○年○○月○○日

	氏名・学年
	○○　○○　（○○小学校４年　男）
	保護者の願い
	・正しい発音ができ、国語力を身につけてほしい。

・学校生活全般をとおして、色々な人と接する中でコミュニケーション力を身に付けてほしい。
	記入者
	○○　○○

	長期目標
	・正しい発音ができる。

・語彙数が増える。

・自分の意志を相手に伝え、相手の気持ちが理解できるようになる。

	教科・領域
	児童の実態
	指導目標
	指導内容・指導方法（手立て）
	評価

	自立活動
	健康の保持
	・耳の衛生に気を付けることが、十分できていない。


	・耳の構造や聴こえの仕組みについて知る。

・汗をかいた時に、耳介や外耳道を清潔にできる。
	・定期的に聴力検査を行い、聴力の変動がないか調べる。

・耳の構造、聴こえ方の学習をする。

・汗をかいた時には耳の回りを拭くように声をかける。
	・耳の構造や聴こえの仕組みについて知り、自分の障害の状況を正しく把握することができた。

・汗をかいた時に適切な処置ができるようになった。

	
	心理的な安定
	・聞こえないことで不安になることがある。

・友だちと積極的にかかわりをもつことが十分できない。
	・相手の言葉が理解できない時は、聞き返すことができる。

・自分の意思を伝えることができる。
	・休み時間を含め色々な場面で友だちとかかわる場面を設定し、困った時に聞き返すスキルを定着させる。


	・言葉が理解できない時は、聞き返し理解しようとする姿勢が見えだした。

	
	環境の把握
	・補聴器を活用しているが、場に応じてボリュームの調整ができない。

・電池の残量確認ができていない時があり、補聴器の管理が充分できていないことがある。
	・補聴器の仕組みを知り、自分で活用できる。
	・補聴器の使用に関する基礎的な学習を行う中で特性を知り、場に応じた使い方を学習する。

・電池の残量チェックや汗をかいた時の手入れの方法を覚える。
	・場に応じたボリュームの調節ができだした。

・補聴器の管理（電池や汗の手入れ）ができるようになった。

	
	
	・歩いている時や自転車に乗っている時に周囲の音が聞き取りにくいにくいため、危険なことが何回かあった。
	・日常生活で聞く音について理解し、適切な行動ができる。
	・補聴器を装用しても万全ではないので、視聴覚機器を使い、日常の生活音を知り危険な場面での対処の仕方について学習する。


	・自転車に乗る時や道路を歩く時、前方だけでなく周囲に気を付けるようになった。

	
	コミュニケーション
	・日常の簡単な会話は理解できるが、話の内容が複雑になると理解できないことがある。

・単語の聞き違いがあり、意味を取り違えることがある。

・自分の考えが言葉で正確に伝わらないことがある。
	・サ行の発音が正確にできる。

・相手の話していることを正しく理解できる。

・簡単な手話や指文字等を使うことができる。
	・系統的な発音指導を行う。

・自分の意思を伝え、必要なことはメモをとり正確な理解につなげる。

・交流している学級で手話や指文字等の学習を行い、指文字ノートを作成する。
	・サ行の発音が正確にできるようになってきた。

・友だちとのやりとりが増えてきた。

・手話や指文字等を使い、正確に伝えることができだした。



	教科
	国語
	・接続詞の使い方が十分理解できていない。

・学年相応の語彙数がなく教科学習で理解が十分できないことがある。
	・接続詞が正しく使える。

・語彙数を増やす。
	・文と文のつながりについて、身近な例文を作り学習する。

・分からない言葉を自分で調べ意味を理解し、使えるようにする。
	・順接については理解でき文の中でも使うことができだしたが、逆接は間違いが多い。

・たくさんの言葉を使い、日記や作文が書けるようになってきた。


